
「学びに向かう学校づくり」に向けての取組 生徒会掲示板の様子

専門部活動や生徒会活動の振り返りなどを掲示している。

全校専門部会

たくさんの意見が出るように
縦割りの班にわかれるなど
専門部ごとに工夫した。活動
の説明だけでなく、活動する
上での困りなどを相談したり、
学年間の交流を深めるため
のゲームをしたりした。

みとせ坂チャレンジの様子

WAゼミの様子

期末テスト前に教え合い学習をクラス
ごとに実施した。

校舎の窓ふきや庭の掃除も
行った。

豊後大野市立三重中学校生徒会

発表テーマ 学校が楽しい！が広がる生徒会活動 ～話・輪・和プロジェクト～

背景 現在の三重中学校は学習面でも生活面でも大きな問題はないように見えますが･･･

全校生徒数432人
・１年生144人（５クラス）
・２年生134人（４クラス）
・３年生154人（４クラス）

三重町内５つの小学校から進学

小学校の時よりも人数が増えることで
▲全校生徒や他学年との交流の機会が少ない。
▲生徒会活動が一部の人たちだけの活動になりがち。
中学校はなんだか忙しくて
▲話し合って決める時間が少なく先生が誘導しがち。
▲活動のほとんどが前年度踏襲型

課題 生徒がもっと学校生活を楽しむためには生徒会活動が活発であることも重要！

①生徒主体と話し合い
活動の充実

②全校生徒参加型
生徒会の工夫

③振り返りと
課題の共有

新たな課題と今後にむけて･･･

生徒会1学期振り返りアンケート結果
◎「生徒会活動を楽しめた」肯定的回答9割以上！
◎「交流で学級・学年・全校の輪が広がって
いる」と実感している生徒の割合8割以上！

◎「気持ちの良いあいさつをされた」9割達成！

【生徒の声】
・クラスの人達と仲良くなれた。
・他学年の人達と話す機会が増えた。
・みとせ坂チャレンジで学年関係な
く挨拶をする人が増えてきている。

生徒一人ひとりが担う活動の明確化
◆専門部の日常活動と係活動の連動

交流を大切にした活動の設定
◆全校専門部会
◆みとせ坂チャレンジ（あいさつ
運動）

◆WAゼミ

めざす姿を具体化し共有
◆放送・新聞・掲示物に
加えて動画を活用

◆全校アンケート実施・
活用

生徒会が中心となって提案・実施
◆三重中5則の見直し
◆全校アンケート実施・活用
◆短学活を利用した話し合い活動
◆学年生徒総会の開催

結果 執行部は手応えを感じています！

解決策（具体的取り組み内容） 生徒会執行部と先生方だけでなく全校生徒の意見を反映できるように

生徒会スローガンの設定

話・輪・和
～気持ちの良いあいさつで県下一の学校へ～

前年度からとりくんでいる
「あいさつ」に加え、「交流」
を大切にした生徒会活動に。

時間捻出
集会×


